























































































れたと。まあ l つのエピソ ー ドでございますが、
きてベルリン大学と愛知大学の関係、どういうお
話を酒井先生にしていただけるか、 皆さん楽しみ
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ばれていま した。 20年間緑化委員長 としてご活





す。 それからもう l つ、皆さん愛大駅でお降りに
なったら分かりますが、 77m の、そして l隔 3 . 5m 、
5.8m のホ ームの中に、松の大木が 11 本生えてい
ます。ホームの中に木が植えてある。木を切って
はいけないからホームの天井に穴をあけて木を生
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私と愛知大学
酒井 ご紹介にあずかりました酒井です。ちょ




















































『近代憲法思想史研究』 （評論社 1 96 1 ）、 『アメリカ憲法成立史研究
第 l 巻』 （評論社， 1 965 ）、 『アメリカ憲法成立史研究第 2巻』 （評論社，
1 988）、 『慾法学講義』（評論社， 1 975）、『学問の自由 ・ 大学自治の
研究』 （評論社， 1979），「アメリカにおける大学の自治」田中英夫
編 『英米法の諸相』 （東京大学出版会， 1980）、「国会の地位」消宮・
佐藤編 『憲法諮座第 3 巻』 （有斐閣， 1 964）、 『憲法学原論』酒井 ・
大林共著（評論社， 1990）、 『比較憲法学』 酒井 ・ 大林共著（評論社，







































































































います。本問先生がし ょ っち ゅ う通われたという
ことを聞きました。 初めはお l 人だったそうです
けれども 、 それはおそらく建学時の用件だったと






















という 言－葉を使っ て お りますが、私が専門にやっ
ているアメリカ憲法史の中で、 憲法の父、ファー









れに匹敵するものがあって 、 ベルリン大学は、 フ
世界大学史と愛知大学
元気かく し ゃく、質疑lこ答える酒井先生


















































































































第 i はソ連、第 2 はアメリカ、第 3 は日本だった





































とこ ろが桂太郎かなんかが、 ドイ ツの参謀本部
91 
愛知大学史研究 （第 2 号、 2008年）


































































イギリスのロイ ド・ ジ ョー ジ、のクレマンソー、
こういう人達のいろいろ
な計｜略があって、ウィルソンの理想主義とクレマ
ンソーおよびロイド ・ ジョ ージ現実主義の妥協で
ドイツの皇帝を戦争あった。一番失敗したのは、
犯罪人として裁くことが決まったんですけれど












化されています。 1944年 8 月 21 日 より 9 月 27 日
まで、ワシントン郊外のダンパート ン ・ オークス




が総理になって 「米百俵」 の話を していましたが、
あの「米百俵」の小学校の出身なんです。私は四
大私学史と して慶臆大学、早稲田大学、 同志社大




















年 6 月 26 日に正式の調印がされました。 1946年
l 月 10 日から 15 日ま で、第 l 回総会をロンドン
で聞き、連合の中枢機関である安全保障理事会
(security council) も同時に開催され、本式の活動




けれども 、 武田学長、 iJJ本事務局長の寛大なご好
意によって林毅陸さんが大物だと、そしてその人
が建学の精神を書かれたのだということが分かつ
て、その時ほ ど嬉 しいこ と はなかったです。その
根拠が本問先生の弔辞ですからね。そういうこ と
がいろいろ思い出 されます。林先生は昭和25
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ませんが、 最近愛知大学では 2 つの方向で大学史
の研究が盛んに行なわれるようになりました。 l
つは講義の中身です。「大学史」 という科目も出
まして、先生方がリレー講義という形でヨーロツ
パの大学の先生から日本の旧制大学、東亜同文書
96 
院、愛知大学の最近に到るまでいろいろ講義をな
さっておられます。私もその l つを担当させてい
ただいております。もう 1 つは最初に藤田先生か
らご指摘がありましたよう に、この愛知大学、東
亜同文書院記念センターのオープンリサーチセン
ターの中に大学史という部門を設けまして、そこ
でもいろいろな人の援助を得て、協力しながら大
学史を研究しております。
いずれにせよ、ひとりよがりにならないこと 。
つまり自分の大学だから悪いことはあまり触れず
に、言いにくいことは言わずいいところばかり取
りあげて、ひとりよがりの大学史になってはいけ
ない。そういうご注文もありまして、いろいろな
難しい問題も率直に出して、ただしそれを自分達
の力で克服していった、解決していったんだとい
うことまで、ちゃんとお話ししよう。そうすれば
学生達がどういう大学だ、どういう特徴のある大
学だということも分かるし、また教員も自分の大
学についてアイデンティティ ーを持つことができ
るという観点でやっています。
そういう中で本日の酒井先生のお話は、非常に
大きな視野で世界の大学史の中で愛知大学を考え
るというお話であって、たいへん示唆に富み、い
ろいろ参考になりました。おそらく酒井先生には
「もう少し若かった時、あるいは在職中になぜや
らんのか。今頃になって引っ張りだしよって」と
いうお気持ちもあろうかと思いますけれども、そ
れは少しご寛容を願いまして、今後ともいつまで
もご壮健で、 またこういう機会にお話しした り討
論をさせていただければたいへん喜ばしい次第で
ございます。 酒井先生本日はたいへんありがとう
ございました。
司会 それでは酒井先生の 「世界大学史と愛知
大学」の講義はこれをもって終了いたします。 盛
大なる拍手をお願いいたします。
